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こ
の
ほ
ど
、
近
世
の
津
山
藩
を

代
表
す
る
文
人
画
家
、
礎
瀬
蕊
山

所
用
と
伝
え
ら
れ
る
硯
箱
が
、
庚

瀬
忠
子
氏
か
ら
津
山
郷
土
博
物

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

庚
瀬
蔓
山
は
、
津
山
松
平
藩
士

で
す
が
、
大
坂
や
江
戸
で
の
生
活

が
長
く
、
そ
の
間
に
谷
文
晃
や
増

山
雪
斎
な
ど
、
数
多
く
の
文
人
た

ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
優
れ
た
文

人
画
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
一
方
で
、
腐
敗
と
堕
落
が
蔓
延

す
る
社
会
へ
の
危
機
感
か
ら
、
武

士
の
あ
る
べ
き
姿
に
も
強
い
関

心
を
抱
き
、
『
文
武
雅
俗
経
淵
緋
』

を
群
し
て
い
ま
す
。

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
硯
箱
は

まれがとじは蓋描彩や鳳萄Iまので塗
すて描雌く、裏か色かがと、表、り
・いか麟松同にれでな鮮鳳補に蓋箱

0代Ｕ
、一一

0代Ｕ
、一一

内
》

００内０

‐ り、緩んだりした綴

糸の付け替えの作業

を行いました。

こちらの方も初め

て体験する作業で

あったので最初はな

虻.Ｉ

－－一

中毒生の職場伽験導習

｢ワクワクわ－く2011」
を受け入れました。

－－

かなかうまくいかず苦戦している様弄でしたが､３

冊目・４冊目など数をこなしていく内にだんだんな

れた手付きになり､最後にはだいぶん様になってき

ているようでした。

最後になった３日目午後の館内の点検では日頃は

入ることのない収蔵庫の中など博物館のバックヤー

ドに入って見学した後､展示室を点検して回り､蛍光

灯が切れかかっているものについては､展示ケース

を開けて資料を取り出し､ケースの蛍光灯を取り替

る作業をしました。

展示している資料を壊さないように恐る恐る持っ

て展示ケースから出し入れをして､緊張した様子で作

業をしていました。

今回の希望者は1名だけで少しさびしかったので

すが､そのぶん密度の濃い体験ができたのではない

かと思います。

この体験を通じて博物館のことを理解してもら

い､少しでも博物館のことが好きになってくれれば

と思いますも
ノ

塵６月１日・２日・３Ｅ

の３日間、職場体験学Ｉ

宙
ｂ

の3日間､職場体験学習｢ワクワクわ－＜２０１１」

として津山西中学校の生徒1名を受け入れました。

１日目は博物館の倉庫の整理作業と頒布資料

の在庫の確認で少し単調な作業でした畝２日目

は今年度の特別展｢内田鶴雲(仮)」において展

示予定資料の図録用写真撮影の手伝い。３日目

は午前中に和綴本の補修作業をし､午後からは館

内を点検して回り､展示ケースなど館内の蛍光灯

の交換などを行いました。

２日目の写真撮影では内田鶴雲が使用していた

道具や害の作品など特別展で展示予定の資料

を､初めて触るフイルムカメラを使

い､ピントの合わせ方などを教えても

らいながら､悪戦苦闘をして撮影をし

ました。

続いて、３日目午前中には館蔵の

和綴本資料の中ご古くなって切れた

潔
.::Ｌ室

巴
震
瀬
蔓
山
所
用
の
硯
箆

望

ﾝf蕊

（
津
山
城
下
町
町
人
地
家
割
図
】

こ
の
度
、
新
し
く
津
山
郷
土
博
物
館
に
笥
贈
さ

れ
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
三

月
に
、
日
笠
勝
之
氏
よ
り
、
「
津
山
城
下
町
町
人
地

家
割
図
」
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
資

料
は
額
装
さ
れ
た
城
下
町
絵
図
で
、
サ
イ
ズ
は
縦

七
十
三
ｃ
ｍ
、
横
二
百
一
一
十
二
ｃ
ｍ
、
以
前
か
ら

博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
資
料
に

つ
い
て
は
『
博
物
館
だ
よ
り
四
十
七
号
』
（
二
○
○

五
年
七
月
）
で
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

Ⅲ
■

霊感：

禰
謡
母

名

蕊

燕
画
一

麹 ■

五
年
七
月
）
で
詳

改
め
て
簡
単
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
津
山
城
下
町

町
人
地
家
劉
図
」

は
そ
の
名
の
と
お

り
、
沖
山
城
下
の

町
人
町
に
つ
い

て
、
敷
地
ご
と
に

そ
の
持
ち
主
の
名

前
を
記
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

敷
地
に
は
間
口
、

奥
行
き
が
記
入
さ

れ
て
お
り
、
家
役

に
つ
い
て
も
記
号

で
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
枚
の
板
に

描
か
れ
て
い
て
、

天
明
元
年
（
一
七

八
一
）
卜
二
月
～

二
年
正
月
現
在
の

状
況
で
作
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

〒尉請葡
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織穀一壱種3，
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３月２５日から５月２２日まで企画展｢津山の泥天神｣を開催しました。

泥天神は３月の初節句に男の子に贈られた土人形で〈美作地域では３月

の節句には女の子は雛人形､男の子は泥天神をかざる風習がありました。

美作地方の泥天神の発祥の地は勝田郡植月村(現在の勝田郡勝央町)と

言われており､後に植月村では作られなくなったようです城主に植月村、

津山市､久米郡久米村(現在の津山市)の３ヶ所で作られていたようです。

泥天神の作り方は､まず粘土を練って型に粘土を押し込み､固まると型

から外し､次にこれを天日にさらしてよく乾燥さは最後に彩色して仕上げ

ま式

この人形は他の一般的な土の人形と異なり､整形後焼いておらず粘土に

和紙の繊維などを混ぜているとはいえ､壊れやすいものになっていま或

この企画展では姫路市にあります日本玩具博物館様から久米の土人形

１３点を寄贈いただいたのを契機に開催し､寄贈いただいた資料と館蔵資

料を中心に展示をしました。

展示資料は､泥天神像3体をはじめ､恵比寿や大黒などの寄贈いただい

た久米の土人形｡泥天神を作る際に使われた天神の型｡また､下部に｢安政

③HAKuBuTsuKANDAYORl津博No.6９

日
一

津山市重要文化財新指定の紹介

元年｣と書かれた小さい天神像など約２０点となっておりますも

鵜

れ
ま
し
た
。
中
で
も
現
存
す
る
も
の
は
少
な
い
と
思
わ

輿
は
津
山
藩
主
が
衣
冠
束
帯
姿
で
登
城
す
る
れ
る
た
め
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
い
え
る

際
に
用
い
た
も
の
で
す
。
武
家
で
は
特
別
な
例
を
で
し
ょ
う
。

除
き
、
輿
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
文
乗
物
は
津
山
藩
主
が
参
勤
交
代
の
道
中

化
十
一
一
年
四
月
に
御
三
家
を
初
め
と
し
た
従
四
に
用
い
た
も
の
で
す
。
女
性
用
の
乗
物
で

位
以
上
の
大
名
に
限
は
、
婚
礼
道
具
の
一
つ
と
し

り
使
用
を
許
可
し
た
て
大
切
に
残
さ
れ
て
い
る
例

こ
と
が
、
「
徳
川
禁
令
を
見
受
け
ま
す
が
、
男
性
用

考
」
に
出
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
日
常
的
に
使
う
た

の
中
に
「
松
平
越
後
守
め
、
消
耗
品
と
し
て
扱
わ
れ
、

（
斉
孝
）
」
の
名
が
あ
り
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ

ま
す
。
全
国
三
百
以
上
ん
・
随
所
に
傷
み
は
見
ら
れ

あ
る
大
名
家
の
中
で
、
る
も
の
の
、
こ
の
乗
物
も
貴

輿
の
使
用
を
許
可
さ
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
と

れ
た
の
は
一
一
十
二
家
い
え
る
で
し
ょ
う
。

現在では家庭で泥天神をかざる風習はなくなってきており､泥天神を目にする機会はほとんどなくなってきていますｂ

美作地方の風俗を物語る資料として機会があれば今後も展示したいと思いま式

Ｉ
一
Ｉ



ｌ
文
武
稽
古
場
か
ら
修
道
館
へ
Ｉ

津
山
藩
松
平
家
の
『
国
元
日
記
』
に
文

武
稽
古
場
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
の

は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
月
十
八

日
で
あ
る
。
郡
代
山
本
恭
二
郎
が
文
武
稽

古
場
御
仕
法
替
懸
り
を
命
じ
ら
れ
る
記
事

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
津
山
藩
の
藩
校
と
し

て
の
整
備
が
本
格
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

藩
主
は
、
第
九
代
慶
倫
に
替
わ
っ
て
い
た
。

Ｈ
谷
五
郎
（
粘
渓
）
が
天
保
十
年
（
一

八
三
九
）
当
時
の
第
八
代
藩
主
斉
民
に
対

し
て
、
学
校
建
設
の
建
言
番
を
提
出
し
た

と
き
、
山
本
恭
二
郎
は
斉
民
の
近
習
を
勤

め
て
お
り
、
役
職
上
の
こ
と
で
は
あ
っ
た

が
、
建
言
書
提
出
の
経
緯
に
直
接
関
わ
っ

て
い
た
。

そ
し
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月
、

山
本
恭
二
郎
は
、
か
つ
て
稲
垣
武
十
郎
と

昌
谷
五
郎
が
提
出
し
た
建
言
書
を
整
理
書

写
し
、
長
文
の
「
建
学
奏
議
室
建
学
続
議
」

含
津
山
温
知
会
誌
』
第
十
四
編
）
に
纏
め

た
。

山
本
恭
二
郎
の
建
議
を
請
け
た
慶
倫

は
、
各
流
派
個
別
で
あ
っ
た
子
弟
教
育
を

一
つ
に
統
合
し
、
文
武
の
制
度
を
改
め
て
、

文
武
稽
古
場
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

最
初
、
山
本
に
命
じ
ら
れ
た
の
は
文
武

HAKuBuTsuKANDAY○ＲＩ津博No.６９④

ば
じ
め
に

津
山
藩
松
平
家
の
藩
校
整
備
は
、
明
和

二
年
（
一
七
六
五
）
、
第
五
代
藩
主
康
哉

の
時
代
に
学
問
所
と
し
て
着
手
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
頃
に
は
、
闇
斎
学
派
の
大
村
剛

林
や
祖
株
学
派
の
飯
室
天
Ⅱ
ら
が
儒
官
と

し
て
働
き
、
学
問
所
で
は
主
に
漢
学
を
教

え
て
い
た
。

こ
う
し
て
学
問
所
が
発
足
し
た
の
で

あ
っ
た
が
、
本
格
的
な
群
校
に
は
、
ま
だ

程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
・
そ
う
し
た
中
で
、

状
況
を
憂
え
る
家
原
た
ち
に
よ
る
藩
校
建

設
へ
の
提
言
は
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ

の
進
展
は
遅
々
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
や
が
て
、
そ
の
時
が
や
っ
て

き
た
。
津
山
藩
屈
指
の
儒
者
と
し
て
、
稲

垣
武
十
郎
と
共
に
学
校
建
設
を
提
唱
し
て

い
た
昌
谷
五
郎
（
精
渓
）
が
、
天
保
十
年
（
一

八
三
九
）
十
月
の
建
言
書
で
「
美
作
ハ
海

と
学
校
之
無
之
国
と
仙
上
一
統
相
唱
可
叩

倒
家
之
恥
辱
」
と
ま
で
言
っ
た
状
況
は
、

安
政
年
間
に
入
っ
て
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
た
。文

武
稽
古
場
の
設
立

続
・
美
作
は
海
ど
学
校
の
無
い
国

璽室皇

の
稽
古
場
の
抜
本
的
な
改
革
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
、
「
取
訓
」
る
こ
と
が
使
命
と
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
新
し
い
文
武
稽
古

場
の
あ
る
べ
き
姿
を
立
案
し
提
出
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
、
か
つ
て
の
稲

垣
や
昌
谷
の
建
言
書
の
内
容
が
活
か
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
関
連
の
役
職
に
次
々
と
人
材

が
配
置
さ
れ
て
い
く
。
十
月
二
十
一
日
、

大
目
付
河
瀬
寛
助
が
、
文
武
稽
古
場
御
仕

法
替
御
用
懸
り
を
命
じ
ら
れ
る
。
新
し
い

藩
校
の
整
備
に
当
た
る
最
高
責
任
者
と
し

て
、
十
分
な
権
限
を
有
す
る
大
目
付
が
配

慨
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
十
月
二
十
五
Ⅱ
、
大
番
組
か

ら
窟
旧
耕
助
と
植
原
六
郎
左
術
門
が
、
文

武
精
古
場
御
仕
法
替
世
話
役
に
任
じ
ら
れ

る
。
ま
た
同
日
、
荻
野
流
師
役
天
野
直
人

と
細
川
唯
右
衛
門
が
同
役
に
任
じ
ら
れ
て

い
る
。こ

う
し
て
主
要
な
人
員
が
整
っ
て
く
る

と
、
十
月
二
十
八
日
に
は
、
儒
者
・
弓
槍

剣
柔
術
師
役
に
対
し
て
、
実
質
的
な
部
門

を
担
当
す
る
山
本
恭
二
郎
と
相
談
の
上
、

文
武
稽
古
場
御
仕
法
替
に
つ
い
て
、
取
調

べ
を
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
勘
定
奉
行
配
下
か
ら
、
河
野
荘
平
と

中
村
覚
兵
術
が
文
武
稽
古
場
勘
定
方
当
分

受
持
に
当
て
ら
れ
て
、
御
仕
法
替
懸
り
の

指
図
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
財
政
的
な

袋
付
け
が
計
ら
れ
て
い
る
。

十
一
月
十
一
Ⅱ
に
な
る
と
、
銃
陣
祉
話

方
の
天
野
直
人
や
海
老
原
多
宮
、
宮
川
緋

尾
島
治

作
な
ど
が
、
藩
か
ら
舶
来
の
小
銃
三
十
六

挺
を
借
り
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の

少
し
前
に
江
戸
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
ば
か

り
の
ゲ
ベ
ー
ル
銃
で
、
西
洋
流
の
軍
学
導

入
が
本
格
化
し
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ

ろ
う
。こ

う
し
た
動
き
の
中
で
、
十
一
月
十
二

日
は
大
目
付
と
中
奥
目
付
が
定
例
と
し
て

学
問
所
に
出
席
す
る
日
で
あ
っ
た
が
、
学

問
所
普
請
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

本
格
的
な
藩
校
整
備
に
向
け
て
、
学
校
施

設
の
拡
充
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
同

じ
く
十
一
月
十
七
日
も
出
席
は
中
止
と

な
っ
た
。

十
一
月
十
八
円
、
御
家
中
素
読
世
話
方

乎
伝
数
名
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
村
斐
夫
が
、
講
釈
引
受
と
し
て
学
問
所

出
勤
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
教
授
方
に
関
連
す
る
人
只

は
、
様
々
な
部
碧
か
ら
配
侭
さ
れ
て
お
り
、

文
武
稽
古
場
責
任
者
の
河
瀬
勘
助
が
直
接

に
任
命
す
る
も
の
の
他
に
、
中
奥
頭
配
下

で
あ
っ
た
り
、
勘
定
奉
行
配
下
や
小
従
人

頭
配
下
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
、
藩
校
設
立
に
向
け
て
の
準
備

段
階
か
ら
、
具
体
的
な
運
営
実
施
計
画
の

段
階
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
様
々
な
部
署
か
ら
の
人
材

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
師
役
か
ら
の
推
薦
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ

と
は
、
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
優

秀
な
人
材
が
、
統
一
な
く
個
別
に
い
た
こ

と
の
証
で
も
あ
ろ
う
。
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文
武
稽
古
場
の
構
成

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
一
〃
十
九

日
、
文
武
稽
古
場
の
運
営
に
関
す
る
具
体

的
な
内
容
が
御
触
書
と
し
て
示
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
や
格
式
、

年
齢
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
基

本
的
に
は
、
毎
月
定
め
ら
れ
た
日
数
を
越

え
て
文
武
稽
古
場
に
通
学
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
随
意
に
開
催
さ
れ

る
私
塾
で
は
な
く
、
藩
に
よ
る
学
校
の
成

立
で
あ
る
。

文
武
稽
古
場
の
中
は
、
大
き
く
四
部
門

に
分
か
れ
て
い
て
、
学
問
所
・
弓
術
稽
古

場
・
剣
術
稽
古
場
・
槍
術
稽
古
場
が
あ
り
、

後
に
は
、
小
銃
の
稽
古
場
も
慨
か
れ
た
。

た
だ
、
施
設
整
備
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た

り
、
あ
る
い
は
学
校
内
で
実
施
す
る
に
は

現
実
的
に
無
理
が
生
じ
る
、
兵
学
・
馬
術
・

柔
術
・
砲
術
・
水
練
等
に
つ
い
て
は
、
従

来
通
り
の
方
法
で
修
行
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。

十
一
月
一
一
十
二
日
、
従
来
の
二
・
七
の

定
例
日
な
の
で
、
大
目
付
と
中
奥
目
付
が

学
問
所
に
出
席
し
て
い
る
。
学
問
所
の
普

請
が
終
わ
り
、
正
式
に
発
足
し
た
の
で
あ

る
》
っ
。

十
二
月
八
日
に
、
文
武
稽
古
場
御
用
懸

り
河
瀬
寛
助
か
ら
弓
術
師
役
に
対
し
て
申

し
渡
し
が
あ
っ
た
。
雪
荷
流
と
印
西
流
に

は
、
従
来
八
十
匁
で
あ
っ
た
矧
矢
料
を
二

百
匁
に
、
大
和
流
へ
は
、
五
十
匁
を
百
匁

に
増
額
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
目
付

と
し
て
の
河
瀬
勘
助
で
は
な
く
、
文
武
稽

古
場
御
用
懸
り
の
河
瀬
勘
助
か
ら
の
達
し

で
あ
り
、
今
川
の
藩
校
盤
備
に
伴
う
一
連

の
変
更
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

十
二
川
十
五
日
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で

五
日
と
十
八
日
に
行
わ
れ
て
い
た
殿
中
月

並
講
釈
が
、
今
後
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

六
月
十
二
日
に
大
目
付
の
演
達
害
で
達
せ

ら
れ
た
毎
月
の
殿
中
月
並
論
語
講
釈
で
、

本
丸
御
殿
大
書
院
の
鳳
鳳
の
間
に
藩
主
が

出
座
し
、
こ
の
間
に
当
た
る
紫
陽
花
の
間

で
講
釈
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
御
用

所
の
面
々
や
大
卿
付
が
出
席
し
、
家
中
一

同
に
も
出
席
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

学
問
に
よ
る
藩
内
綱
紀
の
Ⅲ
復
を
日
指

す
慶
倫
の
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
が
、
文

武
稽
古
場
の
正
式
発
足
に
よ
り
、
そ
の
役

Ⅱ
を
終
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後

は
、
藩
主
が
文
武
稽
古
場
に
出
向
く
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

十
二
月
十
八
日
、
山
本
恭
二
郎
が
物
頭

格
に
出
世
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
野
直
人

と
植
原
六
郎
左
衛
門
が
文
武
稽
古
場
目
付

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
後
も

文
武
稽
古
場
世
話
役
は
務
め
る
よ
う
に
と

さ
れ
て
い
た
。

一
方
で
、
同
じ
く
文
武
稽
古
場
仙
話
役

で
あ
っ
た
細
川
唯
右
術
門
は
、
吐
話
役
の

兼
務
が
外
さ
れ
て
い
る
。
開
設
の
た
め
の

繁
忙
期
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
論
功
行
賞

が
行
わ
れ
、
同
時
に
数
多
く
い
た
兼
務
者

が
、
通
常
勤
務
に
戻
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
藩
校
と
し
て
の
活
動
を
開
始

し
た
文
武
稚
古
場
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三

年
二
八
七
○
）
に
な
る
と
、
学
問
所
の

様
々
な
建
物
が
新
築
整
備
さ
れ
、
武
士
以

外
の
者
も
通
学
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
建
物
は
翌
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
完
成
し
、
藩
校
と
し
て
の
呼
び
名
を
修

道
館
と
し
た
（
「
旧
津
山
藩
学
制
沿
革
嵩
津

山
温
知
会
誌
』
第
四
編
）
。

修
道
館
で
は
、
漢
学
の
み
で
は
な
く
、

和
学
・
洋
学
・
算
術
・
習
字
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
。
ま
た
学
問
所
に
加
え
て
、
槍
術
・

唯
剣
・
弓
術
等
の
武
術
稽
古
場
も
建
設
さ

れ
、
文
武
両
道
が
Ｈ
指
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
や
っ
と
本
格
的
に
活
動
を

開
始
し
た
修
道
館
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
存

続
期
間
は
短
く
、
明
治
四
年
の
廃
藩
と
と

も
に
、
藩
校
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。

鶴
山
館
と
津
山
温
知
会

明
治
の
新
時
代
に
な
り
、
修
道
館
の
建

物
が
藩
校
と
し
て
の
役
割
を
終
え
て
も
、

学
校
が
無
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

か
つ
て
の
藩
校
の
建
物
の
一
部
は
、
廃

群
後
、
北
条
県
中
学
、
旧
津
山
藩
士
族
共

有
桃
山
学
校
な
ど
の
校
舎
と
し
て
利
用
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
更
に
そ
の
役
目
を
終
え

た
後
に
は
、
高
等
女
学
校
建
設
の
た
め
、

老
朽
化
し
た
建
物
が
取
り
除
か
れ
る
こ
と

と
な
り
、
明
治
三
十
七
年
、
そ
の
本
館
が

修
道
館

．
、
畔
喝
磯
叶
い
‐
］
ニ
ー
鮮
熱
星

津
山
城
跡
内
に
移
転
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現

在
津
山
城
跡
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
鶴
山

館
で
あ
る
。

余
談
な
が
ら
、
こ
の
時
、
士
族
会
と
し

て
は
、
建
物
を
津
山
町
に
寄
付
す
る
意
向

で
あ
っ
た
が
、
津
山
町
で
は
四
百
円
で
買

い
取
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の

代
金
と
そ
の
他
の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て

津
山
温
知
会
が
組
織
さ
れ
、
津
山
藩
時
代

の
資
料
保
存
と
調
査
研
究
が
お
お
い
に
進

展
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
『
津
山
温
知
会
誌
』

全
十
五
巻
と
し
て
美
作
地
域
史
研
究
の
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
本
稲
は
『
鏡
野
町
史
』
迦
史
編
の
原
稿
の

一
部
に
加
縦
修
正
し
た
も
の
で
す
）
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え
ま
す
。
こ
の
中
に
は

き
っ
と
楊
枝
屋
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
浅
草
寺

奥
山
は
新
吉
原
に
近
い
と

い
う
立
地
条
件
か
ら
、
房

楊
枝
を
扱
う
店
が
多
く
あ

り
ま
し
た
・
房
楊
枝
と

は
、
現
代
の
歯
ブ
ラ
シ
の

よ
う
な
も
の
で
、
女
性
に

も
て
る
白
い
歯
に
す
る
た

め
に
、
せ
っ
せ
と
磨
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
な
男
性
客
を
引
き

付
け
る
た
め
に
、
各
店
と

前
回
、
浅
草
寺
の
本
堂
ま
で
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
そ
の
続
き
で
、
奥
山
と
い
う
と
こ
ろ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
奥
山
と
は
浅
草
寺
本
堂
の
西

側
に
開
け
た
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
江

戸
屈
指
の
盛
り
場
で
し
た
。
そ
こ
に
は
各
種
の
飲

食
物
を
商
う
屋
台
や
見
世
物
小
屋
、
楊
弓
場
な

ど
が
軒
を
連
ね
、
そ
れ
ら
に
混
ざ
っ
て
大
道
芸
人

達
も
集
ま
り
、
大
層
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
一
目
図

解
風
の
奥
山
の
部
分
に
も
、
た
く
さ
ん
の
人
が
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

桜
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
季
節
は
春
。
う

一
目
図
解
風
の
世
界
②

ら
ら
か
な
日
差
し
の
中
で
、
春
の
一
日
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
。
居
合
い

で
し
ょ
う
か
、
桜
の
間
に
は
大
道
芸
と
そ
れ
を
見

物
し
て
い
る
人
々
が
見
て
取
れ
ま
す
。
奥
山
で
は

毎
日
数
多
く
の
見
世
物
が
あ
り
ま
し
た
。
資
料
に

残
さ
れ
た
見
世
物
を
列
挙
し
ま
す
と
、
女
相
撲
、

竹
田
内
匠
か
ら
く
り
、
子
供
角
力
、
子
供
狂
言
、
軽

業
、
こ
ま
廻
し
、
居
合
い
ぬ
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
随
筆
で
有
名
な
「
守
貞
浸
稿
」
に
は

「
種
々
無
極
限
也
」
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
物
客
の
背
後
に
は
小
屋
掛
け
の
建
物
が
見

乾
康
一
一

も
知
恵
を
絞
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
安
易

か
つ
効
果
的
な
客
寄
せ
は
若
く
美
し
い
女
性
を

売
り
子
に
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
｜
目
図
解

風
が
描
か
れ
た
頃
よ
り
五
○
年
ほ
ど
前
、
江
戸
市

中
を
騒
が
せ
た
美
人
も
こ
の
奥
山
か
ら
出
ま
し

た
。
そ
の
名
を
「
柳
屋
お
藤
」
と
い
い
、
お
藤
の
い

る
楊
枝
屋
が
奥
山
の
大
銀
杏
の
下
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
「
銀
杏
お
藤
」
と
も
呼
ば
れ
、
当
時
有
名
だ
っ

た
笠
森
稲
荷
前
の
「
笠
森
お
仙
」
と
人
気
を
二
分

す
る
美
女
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
錦
絵
に
も
描

か
れ
、
よ
ほ
ど
評
判
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
当
時
、

若
い
男
性
が
用
も
な
い
の
に
楊
枝
を
買
い
に
行

く
こ
と
を
皮
肉
っ
た
川
柳
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

奥
山
と
同
様
に
江
戸
の
繁
華
街
と
し
て
有
名

だ
っ
た
の
が
東
西
の
両
国
橋
詰
で
し
た
。
両
国
橋

の
た
も
と
は
東
西
と
も
火
除
地
と
し
て
広
場
と

な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
場
所
が
盛
り
場
と

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
火
除
地
と
は
火
災
の
際
に
、

延
焼
を
防
ぐ
た
め
に
幕
府
が
設
け
た
防
火
用
の

土
地
の
こ
と
で
、
本
来
は
空
き
地
で
あ
っ
た
は
ず

で
す
が
、
橋
の
維
持
・
管
理
を
請
け
負
う
町
人
た

ち
に
区
画
を
切
っ
て
黄
与
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

芝
居
小
屋
や
見
世
物
小
屋
、
飲
食
店
で
賑
わ
っ
て

鰻望壷か，
画
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い
ま
し
た
。
但
し
、
あ
く
ま
で
火
除
地
で
す
の
で
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
緊
急
時
に
は
移
動
可
能
な
よ

う
な
屋
台
や
床
見
世
、
ま
た
は
壁
の
代
わ
り
に
鐘

を
め
ぐ
ら
せ
た
粗
末
な
小
屋
で
し
た
。
そ
こ
で
一

目
図
解
風
を
見
ま
す
と
、
や
は
り
両
国
橋
の
た
も

と
に
は
大
勢
の
人
出
と
見
世
物
小
屋
の
錘
壁
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
２
）
。
も
う
少
し
詳
し

く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
東
詰
か
ら
で
す

（
図
３
）
・
画
面
下
に
見
え
る
赤
い
門
は
回
・
向
院
の

も
の
で
、
回
向
院
の
門
前
か
ら
両
国
橋
ま
で
の
間

の
広
場
に
見
世
物
小
屋
や
飲
食
店
が
あ
り
ま
し

た
。
回
向
院
の
門
前
に
は
二
階
建
て
の
料
理
屋
ら

し
き
も
の
が
見
え
、
二
階
か
ら
客
が
橋
の
ほ
う
を

眺
め
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。
普
通
の
建
物
は
こ

こ
ま
で
で
、
そ
の
す
ぐ
西
か
ら
は
床
見
世
が
並

び
、
そ
の
後
方
に
見
世
物
小
屋
の
錘
壁
が
あ
り
ま

す
。
橋
の
上
に
も
机
に
品
物
を
並
べ
て
い
る
物
売

り
の
姿
が
見
え
ま
す
。
次
に
西
詰
の
様
子
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
（
図
４
）
・
東
詰
に
比
べ
る
と
、
広
小

路
の
範
囲
も
広
く
、
店
や
小
屋
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
よ
り
多
く
の
老
若
男
女
が
行
き
か
う
姿
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
橋
詰
の
両
側
に
は
鍾
壁
の
見
世

物
小
屋
、
そ
の
奥
に
は
絵
看
板
を
掲
げ
た
芝
居
小
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と
、
向
島
に
な
り
ま
す
。
解

風
の
一
番
右
端
、
墨
堤
に
桜

が
美
し
く
咲
い
て
い
る
様

子
が
見
え
ま
す
（
図
６
）
。

江
戸
時
代
、
墨
堤
は
江
戸

府
内
の
道
潅
山
、
感
応
寺
、

寛
永
寺
な
ど
と
並
ぶ
桜
の

名
所
で
し
た
二
目
図
解
風

に
は
い
ず
れ
の
場
所
に
も

着
飾
っ
た
女
性
た
ち
や
、

弁
当
を
携
え
て
花
見
を
楽

し
む
人
々
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
つ

て
鍬
形
葱
斎
筆
「
江
戸
一
目
図
解
風
」
の
細
部
を

見
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
中
の
描
写
は

非
常
に
細
か
く
、
ま
さ
に
「
微
に
入
り
細
に
穿
つ
」

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
文
化
六
年

（
一
八
○
九
）
当
時
の
江
戸
の
繁
栄
が
手
に
取
る
よ

う
に
理
解
で
き
ま
す
。
簡
略
化
さ
れ
た
描
線
で
描

か
れ
た
人
物
は
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
も
、
性
別
や

身
分
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
に
表
わ
さ
れ
て
お
り
、

『
略
画
式
』
を
生
み
出
し
た
葱
斎
の
面
目
躍
如
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
「
略
画
」
と
は
「
形

に
よ
ら
ず
精
神
を
写
す
形
を
た
く
ま
ず
略
せ

る
」
画
法
で
す
。
「
略
画
」
の
技
法
で
、
江
戸
の

人
々
を
生
き
生
き
と
描
き
、
江
戸
の
活
気
に
溢
れ

た
一
雰
囲
気
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
支
え

て
い
る
の
が
、
慧
斎
の
優
れ
た
観
察
眼
と
、
細
部

に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
も
、
全
体
を
破
綻
な
く
ま
と

め
る
構
成
力
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
人
々
を
見
つ
め
る
葱
斎
の
目
は
決
し
て

冷
静
な
観
察
者
の
も
の
で
は
な
く
、
温
か
く
す
べ

て
を
い
と
お
し
む
眼
差
し
を
感
じ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
扉
風
に
描
か
れ
て
い
る
季
節
で

す
が
、
春
夏
秋
冬
の
さ
ま
ざ
ま
な
景
色
が
散
り
ば

め
ら
れ
一
見
す
る
と
バ
ラ
バ
ラ
の
印
象
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
じ
っ
と
眺
め
て
い
ま
す
と
、
あ
る
規

則
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
右

か
ら
左
、
も
し
く
は
左
か
ら
右
や
時
計
回
り
の
よ

う
な
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

確
か
に
順
番
に
並
ん
で
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
南

の
江
戸
湾
に
見
え
る
白
魚
漁
（
早
春
）
か
ら
始
ま

り
、
向
島
墨
堤
、
対
岸
の
天
王
寺
・
道
潅
山
の
桜

（
春
）
で
折
り
返
し
て
両
国
橋
（
初
一
三
）
に
向
か

い
、
そ
こ
で
ま
た
折
り
返
し
て
九
段
坂
（
秋
）
に
い

た
る
。
そ
こ
か
ら
三
た
び
折
り
返
し
て
江
戸
湾
に

出
ま
す
。
海
上
に
浮
か
ぶ
廻
船
が
新
酒
番
船
だ

と
す
る
と
、
こ
こ
の
季
節
は
冬
（
十
二
月
）
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
最
後
に
雪
を
か

ぶ
っ
た
富
士
山
に
到
達
し
ま
す
。
描
か
れ
た
富
士

様
子
に
お
気
付
き
だ
と
思
い
ま
す
。
両
国
で
上
を

見
る
と
い
い
ま
す
と
、
旧
暦
五
月
二
十
八
日
に
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
「
玉
屋
」
「
鍵
屋
」
と
掛
け

声
を
上
げ
る
江
戸
の
初
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
川

開
き
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う

思
っ
て
東
西
の
橋
詰
を
再
度
見
て
み
ま
す
と
、
料

理
屋
の
二
階
に
い
る
人
も
、
水
茶
屋
で
寛
ぐ
人

も
、
盛
り
場
を
行
き
か
う
人
も
上
を
見
上
げ
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ま
た
、
隅
田
川
の
川
面
を

見
る
と
、
屋
形
船
や
、
屋
根
船
、
う
ろ
船
が
た
く
さ

ん
出
て
い
ま
す
。
屋
形
船
と
は
船
の
上
に
屋
根
付

き
の
座
敷
を
設
え
た
船
遊
び
用
の
船
で
、
客
の
ほ

か
、
芸
者
や
雪
間
が
乗
り
込
み
、
座
を
盛
り
上
げ
、

板
前
ま
で
乗
り
込
ん
で
、
そ
こ
で
簡
単
な
料
理
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
屋
根
船
は
そ

れ
よ
り
小
型
の
も
の
で
、
日
除
け
程
度
の
屋
根
が

乗
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
両
者
は
屋
形
船
の
方
が

よ
り
大
き
く
、
ま
た
、
屋
根
の
上
に
船
頭
が
乗
っ
て

操
船
し
て
い
る
こ
と
で
区
別
が
付
き
ま
す
。
う
ろ

船
と
い
う
の
は
移
動
販
売
船
で
、
屋
根
船
や
屋
形

船
の
間
を
縫
う
よ
う
に
移
動
し
な
が
ら
、
食
べ
物

な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
両
国
橋
か
ら
目
を
右
（
北
）
に
転
じ
る

示竃弓

里些一生萱二・， 屋
が
見
え
ま
す
。
中
村
座
・
市
村
座
・
森
田
座
の
公

許
の
三
座
を
大
芝
居
と
い
う
の
に
対
し
、
こ
の
地

の
芝
居
は
小
芝
居
と
呼
ば
れ
、
大
芝
居
よ
り
格
の

低
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
小
芝
居
の
役
者
が
大

芝
居
の
桧
舞
台
を
踏
む
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
墨
田
川
沿
い
に
は
水
茶

屋
の
小
屋
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
東
西
の
橋
詰
の
様
子
を
見
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
改
め
て
橋
の
様
子
を
観
察
し
て
み

ま
す
（
図
５
）
・
橋
の
中
央
に
小
屋
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
橋
番
所
と
い
っ
て
、
橋
を
管
理
す
る
番

人
が
詰
め
て
い
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
普
段
は
ほ

と
ん
ど
仕
事
も
な
く
、
う
な
ぎ
を
盛
に
入
れ
て

売
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
う
な
ぎ
は
食
べ
る

た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
功
徳
を
積
む
た
め
に
、

買
っ
た
客
が
川
に
放
し
て
や
る
た
め
の
も
の
な
の

で
す
が
、
暑
い
時
期
に
は
暑
さ
負
け
し
た
う
な
ぎ

は
橋
か
ら
離
さ
れ
て
川
面
に
ぶ
つ
か
っ
て
死
ん
で

し
ま
う
も
の
も
多
く
、
□
の
悪
い
江
戸
っ
子
の
中

に
は
「
放
し
う
な
ぎ
で
な
く
、
殺
し
う
な
ぎ
」
だ
と

い
う
者
も
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
両
国
橋
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
、
橋
の

上
の
人
々
が
斜
め
上
を
見
上
げ
て
い
る
よ
う
な

垂搾
師
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山
は
雪
の
量
も
多
く
心
晩
冬
の
景
色
だ
と
思
わ
れ

（
図
７
）
、
次
な
る
春
の
訪
れ
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

そ
う
し
て
、
ま
た
春
に
な
り
、
人
々
の
営
み
が
繰

り
返
さ
れ
る
の
で
す
。
永
遠
に
続
く
季
節
の
廻
り

合
い
に
江
戸
と
い
う
都
市
の
発
展
の
継
続
と
い

う
惹
斎
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
文
化
六
年
と
い
う
と
、
江
戸
が
中
心
と

な
っ
て
発
展
し
た
化
政
文
化
が
始
ま
っ
た
頃
で
あ

り
、
ま
た
、
幕
藩
体
制
の
ほ
こ
ろ
び
が
あ
ち
こ
ち

に
見
え
始
め
て
き
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
元
浮

世
絵
師
で
あ
り
、
津
山
藩
の
御
用
絵
師
で
も
あ
っ

た
憩
斎
と
し
て
は
そ
の
ど
ち
ら
も
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
時
期
に
江
戸
の
活
気
を

写
し
た
一
目
図
を
描
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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